
水
害
を
受
け
て
も
集
落
寺
維
持
l
白
川
、
北
上
川
狭
さ
く
部
草
ケ
沢
・
小
間

木
・
日
形
な
ど
、
江
川
、
多
摩
川
狛
江
(
昭
ぬ
・

9

・
1
〉

水
害
壊
滅
、
移
転

1
1
1
1
1
1
最
上
川
毒
沢
、
北
上
川
狭
さ
〈
部
狐
禅
寺
・

舞
川
・
川
崎
・
谷
起
・
中
里
・
下
由
回
左
ど
、
由
良
川
桑
飼
下
左
ど
、

四
万
十
川
大
井
野

天
井
川
ベ
リ
徴
高
地

1
1
1
1
1
草
津
川
ベ
リ
、
西
宮
市
仁
川

@
自
然
堤
防
上
の
ど
と
を
集
落
に
選
ん
だ
か

山
脚
寄
り
、
上
流
側
よ
り
は
下
流
側
、
河
岸
よ
り
は
後
背
湿
地
側
、

で
き
る
だ
け
砂
地

以
上
の
こ
と
は
時
代
別

K
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

と
の
関
係
も
大
切
で
あ
る
。

s
s
b
a
s必
e
s
s
e
'事
事
$

糊

所

見

制

俗
語
必
殺

@avb'behSA晶
boe0

・0・mv

た
だ
し

ま
た
と
〈

K
食
糧
(
水
回
)

従
来
の
教
科
書
的
左
認
識
で
は
、
沖
積
平
野

k
b
け
る
集
落
は
、
古
く
か
ら

自
然
堤
防
上

K
定
着
す
る
ζ

と
が
多
い
と
さ
れ
て
き
た
o
発
表
者
は
、
一
応
ζ

れ
を
肯
定
し
な
が
ら
も
、
自
然
堤
防
集
落
の
立
地

K
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
面
の
作

用
を
果
た
す
水
害

K
関
し
て
分
析
を
試
み
、
発
表
要
旨

K
み
ら
れ
る
よ
う

K
、

自
然
堤
防
集
落
を
、
水
害
と
の
結
び
つ
き

K
着

g
し
て
五
つ

K
分
類
さ
れ
た
。

第
一
か
ら
第
五

K
至
る
ず
で
、
順
次
、
マ
イ
ナ
ス
面
が
強
〈
現
れ
た
事
例
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。
第
一
の
旧
自
然
堤
防
上
の
集
落
は
、
安
全
度
は
最
高
だ
が
、
農
業

会
よ
び
飲
料
水
の
面
で
難
点
が
あ
り
、
第
こ
に
あ
げ
ら
れ
た
事
例
が
、
従
来
の
教
科

書
的
な
認
識
の
対
象
と
左
っ
た
も
の
で
あ
る
。
河
川
の
上
流
K
さ
か
の
ぼ
る

K
し
た
が

っ
て
、
第
三
、
第
四
の
分
類

K
み
ら
れ
る
よ
う
K
危
険
度
が
増
し
、
最
も
危
険
度

の
高
い
第
五
の
事
例
と
し
て
、
逆
流
地
域
を
あ
げ
て
い
る
ι

発
表
者
は
、
さ
ら

K
水
害
後
の
集
落
の
定
着
状
況

K
着
目
し
て
、
そ
れ
ら
を
類
別
さ
れ
た
。

筆
者
は
、
現
在
、
埼
玉
平
野
上
流
部
に
あ
た
る
首
都
圏
の
都
市
成
長
前
線
帝

κ
な
い
て
、
商
業
地
域
の
形
成
を
問
題
に
し
て
い
る
が
(
城
西
経
済
学
会
誌

一
〈
一
九
七
四
〉
、
四
六

t
七
二
、
地
理
一
九
、
六
八
一
九
七
四
〉
、

一
一
八

t
二
一
回
、
問
一
九
、
九
〈
一
九
七
四
〉
、
九
八

t
一
O
皿
、
関
東
都

市
学
会
年
報
二
八
一
九
七
五
、
未
刊
〉
)
、
越
辺
川
・
高
麗
川
な
ど
の
自
然
堤

防
集
落
か
ら
坂
戸
町
へ
転
居
し
て
庖
舗
を
形
成
し
た
事
例
が
比
較
的
多
く
、
し

か
も
、
河
川
の
洪
水

K
基
づ
い
て
転
居
し
た
も
の
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
発
表

O 
者
の
第
三
の
分
類
に
属
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
、
発
表
者
の
今
回
の
論
旨
と
軌

を
一

K
し
て
い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
近
・
現
代
k
h
v
け
る
沖
積
平
野
の
集
落

立
地
は
、
そ
れ
以
前
の
立
地
を
継
承
し
て
自
然
堤
防
上
に
み
ら
れ
た
が
、
発
表

者
の
五
つ
の
分
類
に
し
た
が
っ
て
、
立
地
の
継
承
ま
た
は
、
立
地
移
動
を
み
た

も
の
と
解
し
得
ょ
う
。

菊
池
利
夫
は
、
水
害
を
受
け
て
も
集
落
立
地
が
継
承
さ
れ
る
事
例
が
多
い
乙

と

K
つ
い
て
、
そ
の
要
因
を
ど
う
把
握
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
を
提
起
し
た
が
、

発
表
者
は
、
私
有
財
産
制
が
大
き
く
影
響
す
る
と
い
う
見
解
を
示
し
、
伊
藤
重

一
信
は
、
生
活
の
基
盤
が
確
立
さ
れ
て
い
る
以
上
、
容
易

K
立
地
移
動
で
き
な
い

-19-

と
い
う
長
島

k

b
け
る
自
ら
の
経
験
的
事
実
を
主
張
し
た
o
都
市
域
内
の
水
害

常
習
地
域
と
し
て
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
(
下
水
道
及
び
排
水
施
設
の
不
備
左
地
域

)κ

会
い
て
も
、
居
住
者
の
定
着
性
は
強
い
の
で
あ
っ
て
、
生
活
空
間
へ
の
執
着
は
、

私
見

κよ
れ
ば
、

人
類
の
生
態
的
左
側
面
を
反
映
す
る
社
会
経
済
的
左
H

土
地

へ
の
刻
印
H

と
み
ら
れ
る
。

田

村

正

夫

• 評:• 
書
-v

・v・---v
大

越

勝

秩

著

宮

鹿

昨
一
九
七
四
年
度
の
本
学
会
員
の
著
し
い
業
績
の
な
か

K
大
越
勝
秋
博
士
の



の
「
宮
座
」
が
あ
る
o
同
君
は
終
戦
後
い
ち
早
く
宮
座
の
研
究

K
と
り
く
ま
れ

て
き
た
。
そ
し
て
そ
の
論
文
は
、
大
阪
南
部
の
堺
市
を
は
じ
め
旧
和
泉
地
域
k

b
け
る
実
証
的
研
究
を
中
心
と
し
て
、
紹
介
者
の
短
見
を
も
っ
て
し
て
も
五

O

余
篇
を
数
え
て
い
る
。
そ
の
掲
載
誌
も
多
岐

κわ
た
り
、
は
じ
め
は
歴
史
と
民

俗
学
の
分
野
が
主
で
あ
っ
た
が
(
地
方
史
研
宍
近
畿
民
俗
、
日
本
民
俗
学
、
民

間
伝
承
、
社
会
と
伝
承
な
ど
)
、

一
九
六

0
年
代
以
後
は
そ
れ
ら
の
ほ
か

K
、

人
文
地
理
・
新
地
理
・
地
域
研
究
・
教
育
地
理
な
ど
の
地
理
学
関
係
の
諸
誌
の

ほ
か
、
本
学
会
の
歴
史
地
理
学
紀
要
K
も
論
説
が
の
ぜ
ら
れ
て
い
る

(
ほ
か

κ

南
海
・
狭
野
・
大
阪
府
教
育
委
員
会
研
究
報
告
な
ど
、
広
い
分
野
K
わ
た
る
)

O

こ
れ
ら
の
こ
と
を
も
っ
て
し
で
も
、
著
者
が
と
と
四
分
の
一
世
紀
に
わ
た
っ
て

宮
座
の
研
究
に
い
か
に
熱
情
を
投
入
さ
れ
て
い
た
か
を
知
h
y
得
る
の
で
あ
る
。

乙
の
「
宮
盛
」
は
著
者
の
宮
座
研
究
の
集
大
成
版
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
戦

前
の
肥
後
和
男
博
士
の
「
宮
座
の
研
究
」

K
次
ぐ
大
著
と
い
え
よ
う
o
本
書
は

七
章
よ
り
成
っ
て
い
る
o
第
一
章
は
序
説
、
第
二

t
六
章
は
本
論
(
第
二
章
村
落

と
宮
座
、
第
二
一
章
同
族
座
、
第
四
章
寺
座
と
そ
の
類
型
、
第
五
章
入
会
山
と
山

郷
、
第
六
章
宮
郷
)
、
第
七
章
は
結
論
で
あ
る
。
ほ
か

κ和
泉
地
方
の
宮
座
の

一
覧
表
・
地
名
・
事
項
両
索
引
が
そ
え
ら
れ
て
い
る
。

い
吉
本
書

K
っ
き
特
記
す
べ
き
諸
業
績
の
う
ち
の
こ
、
コ
一
を
紹
介
す
る
こ
と

に
す
る
。
ま
ず
指
摘
し
た
い
の
は
、
本
書
K
は
出
さ
れ
て
い
左
い
が
、
著
者
が

本
書
を
編
ま
れ
る
前

K
、
研
究
地
域
と
し
て
と
ら
れ
た
上
記
和
泉
地
方
五
市
の

宮
座
史
料
集
を
定
成
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
o

乙
う
し
た
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
左
方

法
の
必
要
性
は
、
研
究

κた
ず
さ
わ
る
者
の
誰
も
が
心
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、

至
難
な
と
と
で
あ
る
た
め
、

あ
え
て
そ
れ
を
な
さ
左
い
ま
ま

K
研
究
に
突
入
し

て
し
ま
う
弊
k
b
ち
い
る
の
で
あ
る
口
し
か
し
著
者
は
、
本
研
究
の
初
期
κ
h
f

い
て
あ
え
て
そ
れ
を
敢
行
さ
れ
、
然
る
の
ち
に
研
究

K
入
る
方
法
を
と
ら
れ
た
の

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
宮
盛
・
寺
座
の
名
称
、
分
布
、
宮
康
の
慣
行
状
態
、
宮
座

の
伝
承
と
宮
座
文
書
を
集
録
・
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

実
地
研
究
K
あ
た
っ
て
は
、
宮
盛
の
性
格
上
、
文
書

K
表
現
さ
れ
て
い
る
も

く
で
ん

そ
の
実
態
把
握
は
口
伝
を
詳
細

K
記
録
す
る
ほ
か

の
は
一
部
分
に
過
ぎ
な
く
、

社
寺
の
諸
行
事
ど
と

K
立
会
っ
て
そ
の
実
施
状
況
を
観
察
す
る
乙
と
左
し
で
は
、

到
達
し
得
な
い
の
で
あ
る
o

と
の
た
め
著
者
は
史
料
解
釈
に
あ
わ
せ
て
民
俗
学

の
研
究
法
を
も
と
り
入
れ
て
、
精
密
な
認
識
へ
の
到
達
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
本
書

K
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
、
こ
う
し
た
入
念
精
細
な
研
究
法

K

よ
っ
て
は
じ
め
て
得
ら
れ
る
貴
重
な
成
果
に
み
ち
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
の

で
あ
る
。
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本
書
K
よ
っ
て
実
証
解
明
さ
れ
た
新
事
実
や
意
義
は
少
な
く
な
い
。
そ
れ
ら

の
う
ち
で
大
き
く
と
り
あ
げ
る
べ
き
も
の
と
し
て
は
、
宮
座
の
地
縁
性
(
地
域

性

-
血
縁
性
・
封
鎖
性
、
宗
教
的
色
彩
の
残
存
在
ど
が
あ
る
o
例
え
ば
、

地

縁
性

K
つ
い
て
は
、
宮
座
と
農
業
水
利
と
の
結
び
つ
き
の
大
き
い
と
と
、
す
左

わ
ち
農
業
水
利
と
米
の
作
柄
の
豊
凶
と
い
っ
た
農
業
生
産
(
村
落
の
生
産
の
中

心
)
を
通
じ
て
の
地
域
的
結
合
が
中
心
を
左
し
て
い
る
こ
と
、
宮
盛
は
一
村
落

そ
し
て
一
宮
座
が
結
成
さ
れ
て
い
る
の
が
常
態
で
あ
り
、

κ
一
神
社
が
あ
り
、

村
落
住
民
の
生
産
と
生
活
の
諸
活
動

K
結
び
つ
け
ら
れ
て
発
達
す
る
の
が
一
般

型
で
あ
る
。
し
か
し
ほ
か
に
同
一
村
落
内

κ同
族
(
同
一
血
縁
・
家
系
・
氏
性
!
と
く
に

村
内
の
貴
姓
〉
を
中
心
と
す
る
宮
座
集
団
E
同
族
座
の
あ
る
と
と
(
明
治
以
後
間
接

祖
神
の
合
杷
後
は
、
旧
社
殿
や
神
像
・
掛
軸
を
中
心

K
継
続
)
、
ま
た
古
代
以
後
近

代
初
頭
に
か
け
て
普
及
し
て
い
た
神
仏
習
合
思
想
に
裏
づ
け
ら
れ
て
「
寺
座
」

が
発
達
し
て
い
る
ζ

と
、
神
社
。
郷
村
の
惣
社
)
の
改
築
資
金
の
拠
出
に
つ
い
て
入
会



山
の
収
入
が
あ
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
二
カ
村
以
上
に
わ
た
る
入
会
山
の
場
合

κ

は
つ
山
郷
」
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
(
山
郷
は
池
郷
な
ど
と
と
も
K
近
畿
中
部
に

多
く
み
ら
れ
る
)
、
諸
村
落
の
宮
座
間

K
は
協
同
的
関
係
と
と
も
に
階
層
関
係

の
如
き
二
重
構
造
が
み
ら
れ
、

そ
れ

κと
も
な
っ
て
宮
座
の
集
合
体
!
守
口
郷
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
o
さ
ら

K
そ
れ
ら

κよ
っ
て
、
村
落
聞
に
協
同
体
関
係
、

た
郷
村
制
的
階
層
関
係
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
の
貴
重
な
論
証
も
み
ら
れ
る
o

こ
う
し
て
本
書
は
宮
座
に
つ
い
て
、

そ
の
分
布
と
そ
の
成
立
事
情
を
明
確

K

し
、
そ
れ
ら
の
広
域
的
結
合
・
階
層
構
造

K
も
及
び
、

さ
ら
に
そ
れ
ら
の
成
立

過
程
と
地
域
と
の
関
連

l
生
産
・
生
活
機
能
を
基
盤
と
し
た
ー
を
き
わ
め
た
摩

史
地
理
学
的
左
総
合
研
究
と
い
え
る
も
の
で
あ
り
、
斯
学
界
の
前
進

K
貴
重
左

貢
献
を
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
紹
介
者
は
高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
o

(
A
5
版
二
八
八
真
、

大
明
堂
発
行
)

浅

香

幸

雄
)

第
七
六
回
例
会
の
報
告

第
七
六
回
例
会
は
去
る
五
月
一
二
十
一
日
(
土
)
午
後
、
日
本
大
学
第
二
高
等

学
校
女
子
部
に
な
い
て
開
催
さ
れ
、
左
記
の
発
表
が
あ
っ
た
o

。
「
近
世

K
-か
け
る
関
東
の
関
所
と
番
所
」

和

敏

君

渡

辺

。
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
的
都
市
の
都
心
部
の
景
観
ー
一

(
ス
ラ
イ
ド
使
用
)

浅

君

香

幸

雄

近

世

に

お

け

る

関

東

の

関

所

と

番

所

渡

辺

和

敏
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近
来
、
交
通
史
研
究
の
立
場
で
は
、
近
世
の
関
所
が
如
間
在
る
機
能
を
果
し

て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
従
来
関
一
所
と
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
実
は
関
所

で
は
左
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
よ
う
左
議
論
が
問
題
と
左
つ

ま

て
い
る
o

そ
の
中
で
、
私
は
近
世
の
関
所
の
機
能
と
し
て
の
主
要
部
分
は
政
治

的
左
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か

K
も
社
会
情
勢
に
対
応
し
た
、
例
え
ば
軍
事

的
な
も
の
、
治
安
響
察
的
な
も
の
、
経
済
的
な
も
の
等
々
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史

的
矛
盾
関
係
と
か
立
地
条
件

K
よ
っ
て
、
多
画
的
に
把
握
す
べ
き
で
あ
る
こ
と

を
主
張
し
て
き
た
o

本
日
の
発
表
も
、
こ
の
よ
う
左
私
の
問
題
意
識
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
具

体
的

K
は
、
仙
近
世
初
期
の
関
ケ
原
の
役
・
大
坂
の
役
の
関
所
設
置
、
川
江
戸

市
内

K
辻
番
所
が
設
置
さ
れ
る
以
前
の
各
辻
ど
と

K
設
置
さ
れ
た
関
所
、
同
大

名
統
制
を
主
幹
と
し
た
五
街
道
と
主
要
脇
往
還

K
設
置
さ
れ
た
関
所
、
仙
一
一
定

の
流
通
経
済
の
発
展

K
基
づ
い
て
開
通
し
た
新
道

K
設
置
さ
れ
た
関
所
、
同
流

通
組
織
を
領
主
的

K
把
握
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
五
分
一
運
上
番
所
、
印
刷
幕

-21ー

末
期
の
社
会
情
勢

K
対
応
し
て
設
置
さ
れ
た
関
門
の
例
を
追
求
す
る
。

す
左
わ
ち
と
こ
で
は
、
簡
単
に
表
現
す
れ
ば
凶
は
軍
事
的
、
倒
は
治
安
警
察

的
、
倒
は
経
済
的
、
例
は
こ
れ
ら
を
包
括
し
た
社
会
的
左
も
の
と
言
え
る
で
あ

ろ
う
o
し
か
し
、
乙
の
中
で
も
近
世
の
関
所
の
最
も
大
き
な
存
在
価
値
を
示
す

も
の
は

長
期
間
存
続
し
て
組
織
的

K
も
整
備
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
で

「
入
鉄
砲

K
出
女
」
と
い
う
言
葉
で
代
表
さ
れ
る
、
参
勤
交
代
を
補
完
す
る

意
味
で
の
勝
れ
て
政
治
的
な

mw・
倒
の
関
所
で
あ
ろ
う
。
こ
ζ

で
勝
れ
て
政
治
的
と
表

現
す
る
理
由
法
、

ζ

の
両
者
の
関
所
が
そ
の
社
会
的
条
件
に
よ
っ
て
は
軍
事
的
に
も
、

政
治
的

K
も
変
貌
す
る
性
格
を
潜
在
的

κ有
し
て
い
た
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

左
一
念
、
乙
ζ

で
注
目
す
べ
き
ζ

と
は
、

ζ

れ
ら
川
w
t川
引
が
単
に
ζ

と
で
列
挙




